
指導計画案 

日 時 令和 7 年 10 月 9 日（木）9：30 集合 10：50～12：40  

場 所 香川大学教育学部附属高松中学校体育館・建心館・校舎   

指 導 担 当 者 田村 治仁・笹崎 莉愛・竹内 寛雅・百合山 沙織 

準 備 物 学校で準備をお願いしたい物品：アイマスク・卓球台 3 台・椅子 30 脚 
ＩＩＮＥ：卓球バレー用具 3 セット・卓球バレーボール 

目 的 視覚障害 

参 加 者 （ 予 定 ）  2 年生 26 名 担当者：池内 靖昌先生 

タイムスケジュール 内    容 注 意 事 項 

 ９ ： ３ ０ 
 
 
 
 

１ ０ ： ５ ０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎スタッフ集合 打合せ及び会場設営 
★体育館奥側に卓球台 3 台設置・椅子 30 脚（別紙資料） 

 ★視覚障害体験コース確認（3 コース） 
  ※危険個所及びスタッフ担当コース決め 
 
3 校時授業開始（体育館） 
◎視覚障害体験授業開始 
 ★前回、授業の振返り 
  ・手引きに ・声掛けなど    
 ★ペアを作る 
 
  ※4 校時終了まで同じペアで活動 
 
 ★体育館 ➡ 建心館へ移動（ペア 手引きにて） 
  ・アイマスク着用者を決める。 
  ※アイマスク着用者は体育館から建心館到着まで 
   アイマスクを着用したままで移動 
  ※手引き者は、必ず危険個所を伝え危険個所側に立つ 
  ※競争ではなく当事者体験（引っ張ったり押したり 
   しないこと） 
  ※階段での声掛けは重要（特に不安場所） 
  ・手引き者にコースを説明 
 
 1 コース：4 ペア 2 コース：4 ペア 3 コース：5 ペア 
 
  ※各コースにスタッフ 1 名が一緒に移動 
 ★建心館 ➡ 体育館（アイマスク着用者交代） 
  ・同じコースを移動するが生徒には伝えない。 
  ※終了後に移動距離が長くなったことでの不安等に 
   ついて発表してもらう。 
 
  ◎視覚障害者は一番不安に感じるのは初めての場所 
 

 
 
※スタッフ危険個所確認 
 
 
※接触・転倒のリスクが高くな
るので注意が必要 

※長時間にアイマスク着用は
ストレスがかかるので不安
がある方は休憩を取りなが
ら参加 

※アイマスク着用者同士の接
触に注意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※スタッフは各ペアをまとめ
ながら移動すること 

※生徒のストレス・不安感が 
 大きくなっていないかを 
 確認 
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１ ２ ： ４ ０ 

3 校時授業終了 
  休憩時間 
4 校時授業開始（体育館） 
◎卓球バレー説明 
  ・スタッフが卓球バレーデモを実施 
 ★卓球台 3 台へペアで同じコースを回った生徒達で移動 
  ・卓球バレー実施（アイマスク無） 
  ・アイマスク着用（ペアで着用者を決める） 
  ※アイマスク着用者交代は田村より指示 
 
  ◎様々な障害者と健常者が楽しめるスポーツについて 
   考える。「日常生活でも同じではない？」 
 
  ★質疑応答 
 
◎授業終了 
 

 
 
 
 
 
※卓球台 1 台にスタッフ 1 名 
 
 
 
 
 
※体調確認 
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